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ＰＲＰ（皮膚再生療法）は、患者様ご本人によるお肌のケアが大変重要になります。ＰＲＰ（皮膚再生療法）治療をより良くするためにも、注意点や予想される効果・副作用についてよくお読みになって頂き治療を受けられるかどうかご自身でご判断下さい。

1．施術前の注意
　施術する際、注入部位に消毒液を用い、痛み軽減のためリドカイン皮膚表面麻酔を行いますので、それらにアレルギーをお持ちの際はお申し出下さい。麻酔を行う際は、浸透させるためお時間40分程を頂きますのでご了承下さい。

2．施術中の注意
　施術中はお顔を反らすなど身動きを取られますと危険ですので、痛みがある場合などは挙手等にてお知らせ下さい。

3．施術後の経過と注意・予測される一時的な副作用
　注射した部位に出来る赤い点は通常2～3日程で消失しますのでご心配いりません。しかし、内出血がみられる場合は引くまでに2～4週間程かかる場合があります。消毒した部位の皮膚の赤みは数時間で消失致します。施術後2～3日は鈍痛が残る場合がありますが一時的な経過ですので心配要りません。


＊日々のケア＊
①紫外線予防…紫外線は皮膚の真皮層にまで届き、弾力や潤い、ハリを保つコラーゲンやエラスチンが破壊され減少し、しわの原因となります。

②しっかりと保湿する…冷暖房や外気の乾燥により、角質層の水分が失われ、柔軟性や弾力が失われます。特に目や口の周りは十分に保湿して下さい。

③十分な睡眠をとる…夜10時～深夜2時までは成長ホルモンを多く分泌するため、肌の新陳代謝が最も活発な時間帯ですので、なるべく肌を休めてください。

④洗顔・スキンケアは優しく行う…ぬるま湯で洗顔料を使って優しく洗うのが基本です。しわ専用のスキンケア化粧品を併用するのもお勧めです。

· 上記に関しましては一般的な経過であり、症状等には個人差がありますのでご理解下さい。
PRP（皮膚再生療法）について
1．PRP（皮膚再生療法）とは
　ＰＲＰ（皮膚再生療法）とは、”たるみを取りたい”とお悩みの方に人気な最先端皮膚再生治療法です。特徴は、本来人間に備わった自然治癒力と組織再構築力を増強する働きを持つ血小板を多く含む血漿（けっしょう）を血液から分離し、注入することで細かなちりめんジワやニキビ跡の凸凹などを改善していきます。必要となる血小板とは、体の壊れた部分を再生する役割を果たしています。この血小板の中にある成長因子が弱った細胞にくっつくことで皮膚に刺激を与え、美しい肌へと再生させます。この治療は、外部のものを使うのではなく、自分の血液を使うのでアレルギーをお持ちの方でも安心して行うことが出来、他の治療に比べて突然若返るなどの不自然さもなく、美しい肌はゆっくり現れてきますので、とても自然にアンチエイジングを行う事ができます。しかし、喫煙される方は前後1ヶ月の禁煙とビタミンＣの内服が必要となります。

2．PRP（皮膚再生治療）が人気の理由　　　　　　　　　　
　これまでの若返り治療では難しかった目の下のちりめんジワ（細かいシワ）に効果的で、たるみを取りたい方にも最適な最先端皮膚再生治療法です。また、外部の製剤を使わず自身の血液から採取した血小板を利用するためアレルギーをお持ちの方や肌が敏感な方でも施術でき、とても自然にアンチエイジング出来るのも人気の秘密です。

3．ＰＲＰ（皮膚再生治療）の効果　
　効果の実感や出方には個人差がありますが、3～6ヶ月後より実感でき、通常1年～2年ほどは持続します。注入も一回で終了するため、通院の必要もありません。またＰＲＰ皮膚再生療法の治療後、たるみのない美しい肌を持続させるためには、メンテナンス感覚として高周波治療などをすることもお勧めします。














